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d点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉
備文化にはぐくまれている総社市民です。
このことに誇りと責任をもち明るく豊か
なまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

学
校
の
食
育
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う

栄
養
教
諭

食 ～しょくいく～育

山
手
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
現
在

会
の
広
報
紙
で
あ
る
『
ほ
ほ
え
み
』
の
第

２
号
を
１０
月
中
に
発
行
し
よ
う
と
編
集

作
業
中
で
す
。
こ
の
広
報
紙
『
ほ
ほ
え
み
』

（
写
真
）
は
今
年
３
月
に
創
刊
。
行
事
や
話

題
な
ど
の
写
真
を
多
く
使
い
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
明
る
い
紙
面
に
な
っ

て
い
ま
す
。

山
手
地
区
で
は
以
前
、
山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
が
発
行
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
『
ふ

れ
あ
い
』
が
平
成
１８
年
３
月
廃
刊
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
山
手
地
区
の
み
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
紙
が
必
要
だ
と
い
う
地
域
住
民
の
声
に

応
え
て
、
山
手
地
区
の
地
域
づ
く
り
の
実
行
組
織

で
あ
る
山
手
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
、
広
報
紙

『
ほ
ほ
え
み
』
を
編
集
・
発
行
し
て
い
ま
す
。

山
手
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
広
報
紙
の
発

行
以
外
に
も
、
夏
祭
り
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
ス
ポ

ー
ツ
大
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
な
ど
、
平
成
１８

年
４
月
の
設
立
以
来
、
山
手
地
区
に
お
け
る
地
域

づ
く
り
の
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
長
の
青
木
康
さ
ん
（
西
坂
台
）
は
、「
地
域
内

の
連
携
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
で

ほ
ほ
え
み
の
和
を
広
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

先
月
号
で
も
紹
介
し
た「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」。

こ
れ
は
、
市
の
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い

る
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
、
市
長
に
意
見

を
述
べ
る
会
で
す
。
山
手
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

と
も
に
、
山
手
地
区
の
皆
さ
ん
の
地
域
に
寄
せ
る

熱
い
思
い
と
活
動
は
、、
確
か
な
広
が
り
を
も
っ

て
進
ん
で
い
ま
す
。

鈴なりになった柿
の実が秋の景色を彩
る。しぶ柿は、干し
柿となって、正月料
理のなかに並ぶ

詳
し
い
こ
と
は
、
山
手
支
所
（
1
(2
１
２
４
１
）
ま
で

「
栄
養
教
諭
」。
小
・
中
学
校
の
食
育
の
中

心
的
な
役
割
を
担
い
、
給
食
の
管
理
と
食
の

指
導
を
一
体
的
に
行
う
教
諭
の
こ
と
で
す
。

平
成
１７
年
４
月
に
制
度
化
さ
れ
、
総
社
市
で

は
今
年
４
月
か
ら
、
総
社
東
学
校
給
食
共
同

調
理
場
に
１
人
配
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
理
場
で
は
、
小
学
校
８
校
と
中
学

校
２
校
の
約
５
０
０
０
食
（
１
日
分
）
の
給

食
を
調
理
。
栄
養
教
諭
は
、
こ
の
献
立
づ
く

り
や
衛
生
管
理
な
ど
に
携
わ
り
ま
す
。

食
の
指
導
で
は
、
給
食
や
家
庭
科
の
時
間

に
直
接
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
や
献

立
の
意
味
を
話
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
肥
満
、

過
度
の
や
せ
、
偏
食
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
の
個
別
相
談
や
指
導
、
学
校
全
体
の
指
導

計
画
の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
給
食
便
り
な
ど
で
の
家
庭
へ

の
働
き
か
け
や
、
地
域
の
生
産
者
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
た
体
験
学
習
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
子
ど
も

た
ち
に
正
し
い
食
の
知
識
と
望
ま
し
い
食
習

慣
を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け
て
も
ら
お
う

と
し
て
の
こ
と
で
す
。

食
に
つ
い
て
の
相
談
や
知
り
た
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
気※

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

地域づくりは自分たちの手で地域づくりは自分たちの手で
～山手・地域づくり協議会～

総社小学校で給食指導中の中
田栄養教諭。配膳の仕方や食べ
方、元気な体を作る食べものな
どについて話した。子どもたち
からの、はしやメニューなどに
ついての質問にもていねいに答
えていた

柿

◎割り箸
ばし

の使用は控え、マイ箸を使うようにしましょう。

現 場
から

協働
のまちづくり！

食べることは、すべてのみなもと

※総社東学校給食共同調理場（1(2２６１６）

広報紙『ほほえみ』の創刊号。笑顔が
いっぱいある紙面づくりになっている




